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.̂'

が

：ハ
念
:̂
:«
|

1

溝
^i

.

り

す

る.擬
«3
:

に

對

す

名

他

：と

-

处
此
較
.、
卽̂
.

商
品
.
と
,

.

.

'

,

bで
需
駆
諸
の
涂
掇
尤
り
評
價
す
る
塲
合
拷
は
っ
失
ぼ
ら
般
に
均
等
化
さ 

;

、'
れ
た
製
品
の
品
質
並
に^

衡
の
上
&

ポ
ざ
れ
るP

何
ど
が
机
ば
之
等
の
：：品
、

.

.

_

.質
並
.
に
價
格
こ-
そ
、，..
ど
6

W

&,

ほ

さ

ず

當

該

性

產

活

動

が

：そ

.

の

全
'-
^

程

に 

へ
苴
つ.：で

果

し

得

た

偾

値

賦

與

の

實

態

と

、
へ
：之

；に

伴

ふ

價

値

糧

.

の
：補

塡

と 

’

へ
を
意
味
す
る
が.ら
：で
あ
る
ヴ
而
し.て
：前

者

の

必

埏

的

最

大

’
の
：
實

規

に

侬

り
- 

:

へ
'

後
濟
の
：可
能
的
最
小
を
希
求
す
る
こ
と
が
逢
產
管
理
の
窮
極

.
の
.

目
的
t

あ
： 

■ 

■

る
と
.
鼓
へ
よ
ぅ
。.■
生
產
管
顏
の
成f

斯
る
覲
雙
ぬ
も
簡
明
直
截b

表

.：
 

.
_ 

-

明

衣

れ

る

の

セ

：あ
；る

。

;'
'

.

.

;

\

-

:

.

.

-

.

•'
'

-:

此
_

の
樣
な
直
接.
の
成
果
を
期
待
す
べ.く

、

玆

'.に

從

來

の

锌

通

方

式

と

麂 

■

，.つ
たT

聯
の
.

新
な
る
管
_

方
式
.

の
存
在
が
肯
觉
与
れ.ょ
ぅ
0

'
夫
等
は
從
來

, 

、
 

九
0

 

(

一
六
9

の
管
理
方
武
の
缺
點
を
補
ふ
べ
^

も
の
で
あ
る
が
亂
に
、
之
等
の
典
有
才 

る
缺
陷
忆
對
し
て
充
分
，で
あ
る
と
同
時
に
、
宵
理

H

的
の
達
成
に
關
し
て 

it1

層
打
益
な
も
の
で
あ
義
で
あ
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代
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れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
し
て
敷
衍
さ

，れ
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蛰
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^
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蔸
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â

讓

老

宏

炎

ン

還

其

め

麗

は

他

の

^

謙

門

ん

ら

想

,

の
拘
衆
.

を

も

受
け

な
.1
>

,

3

|

层
1
1
.

;に
侬
_

つ
て
遂
行
さ
れ
る0

而
し
丫

へ
：
.

毒

の

：'

■

舊

|

の
，1.
:

管
理
部
門
む
於
け
芩̂

蜃

>

.

看

所

以

は

.
、

'
.後
者
が
作
業
者
乃
赛
職
長
と^

ふ
■

職
能
の
遂
行
法 

.

を
對
燊
义
す
る̂

對

し
.̂

、
之

.^

の
；.一:.'

般

管

理

麗

奮

體

を

對

象

と

十 

省
理
活
動
で.
あ
る
：と
：
s

a

^

あ
る
。
妣
め
嬢
か
相
瓦
關
係
は
管
理
如 

織
：の'
複
合
化
：

P
.

あ
.
り
、-.
.同
時
；に
多
面
化
で
あ
る.0
:
.
:
:
而
.し
て
比
傾
向太

^

.

.
:質

：，
原

價
-1
-

對
す
る
經
禮
的.
關
心
が
徵
く
な：

れ
ば
な
务
程
椅
大
す
る
ど 

表

へ

よ

ぅ

.。

 

.

.

>.
-

'

'

, 

. 

,

'-
.

-.
. 

_
' 

'

…

-
.

.

.

尙
、
之
に
關
し
ャ
述
べ-
て

靜

か

カ

ば

な

ち

：
ぬ
と
；
と

'

は
1?
;

傻

管

理

^

^

と 

■
n

v

ト

ロ
1
ラ
J
 

•

シ

ス

テ

ム

(
C
9
1
i
:
t
r
0
1
i
.
e
r
:

 

s
y
s
t
e
m
)

.と
の
關
歡
で
ー
あ

,

- 

九

七
c

-t
r

w

計

基

桃

制 ::

葆有質的能力の調:海

品質I精度の決记

管跑方式の決;/ii ,
饺规關作成方法1 
.品锊許於_界丨の決记 
.拔取檢沲ガ式J

— — —

c待规闕に依る竹D  
不良發柒原因の米然防過; : 
不提品の除去：パ: い::
材料加赞のホ準維持へ 

' 設備の質的能力保存. 
エルの質的能力檢討. 
猶 細 め質的熔到策べ 
運擀に依る質的變化の防:1K 

；檢盗に依.夺不啟品の除ぶ 
■不 對 す る .調免...

管 : 观

股價資料の蒐集ハ 
損益分岐點の繁ノ ii 
蓝本原價め決笵、
作業標準め決诺、 

鳴準作業！制ilj 
填你當y付料消贺遛 
'え…勤力致”V:

地:接努務赀' ./ :.
の決vノヒ

馓鄉 (價の剿r ペ ン ，' 
站本命價之赞際原僧との比較 
原價に對常る分析姐丨と監查 
，檄準時間©嫌持、：ィ::: 
旧約時間や衔加獎_
パ時丨丨卩外作竭の抑制 
致材腿人量如丨!m の決定 

' 資材步衍小め統制. 丨> 
励力锻治節減广、
し般铃观贺の縮少 ，̂

子 : 作業方法，，作業技術に依る品質 
改 y }nj；h •: ■ ン/ : - 、

設備*ェ其,ぬ改猶比依る品質内 
I: ■

善 ：：硏究職能に侬る新製品の發叨す

作業方法 
切下

作業技術に依る肢悄

設備0：典q改蔣に坪る盼似切f
ふ1丨種盤依る於逾1丨丨丨钱へ■，のいi
:換 : へ '•



ー
ニ
川
冷
僉
雜
誌
笫
四
十H

密

笫

〖

ー7

四
媿 

>

を
。
經
營
'に
於
け
る
管
理
計
箅
總
罘
の
中
權
と
し
て
の
コ
ツ
ト
ロ
ー
ラ

I
 

ズ

.

デ
：パ'
1
ト
：：
_
メ
へ\
:
.ト
.

(
c
o
n
t
r
o
l
l
e
r̂
:
.
d
e
p
a
r
t
m
e
n
Ĝ
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